
2月～3月のイベント（協会主催・後援、加盟団体主催等）

※協会主催・後援、協会加盟団体の催しを中心に掲載しています。その他の催しは八丈島文化協会サイト内の「八

丈島イベントカレンダー」をご参照ください。

・ ３月１４日（日） 第１５回八丈島歴史セミナー１回目 ・・・伊豆諸島の裁判所の歴史

１３：３０～ 八丈町商工会研修室

昨年、八丈島文化フェスティバル３０周年記念冊子を刊行しました。 ２

００９年に２０周年記念誌が発行されたことを踏まえ、今回は第２０回から３

０回までの１０年間を中心に、３０年間のあゆみをまとめました。

当初は３０回記念フェスの終了後の発行を予定しておりましたが、諸事

情により、奇しくもコロナ禍の２０２０年にみなさまにお届けすることになり

ました。今ここで、文化フェス３０年の歴史をふりかえることが、文化の意義

を再認識し、コロナ収束後、再び島内で文化活動が活性化する一助となる

ことを祈っています。

※文フェス記念冊子は、おじゃれホール受付カウンター・富士見地区公

会堂入口に置いてあります。ご自由にお持ちください。

１９８０年８月の第１回以来４０年、第８０回を迎える八丈島民大学講座が、楽聖ベートーヴェンの生涯と作品を

テーマに、八丈町多目的ホール「おじゃれ」で２月２０日（土）・２１日（日）の両日、午後２時から開催する準備を進

めていましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のための「緊急事態宣言」が延長されたことを受け、５月２２

日（土）・２３日（日）に延期されることになりました。

講師のテノール歌手の湯川晃氏とピアニスト湯川涼子氏は、2018年12月「共に生きる未来へ 歌おう！第九コ

ンサート」の指揮者・ピアニストとして八丈ではおなじみの二人。

この度の延期について、涼子さんから「以前よりは落ち着いてきた状況とはいえ、今しばらく時間をかけて感染

を抑えこむ事が必要でしょう。今回は残念ですが、５月に皆様に元気にお目にかかれるのを楽しみにしたいと思

います。」とのメッセージがありました。

第１日（２２日・土） 「ベートヴェンの生きた時代とその生涯。ベートーヴェン（1770～1827）の生きた時代は、フ

ランス革命と人権宣言（1869)、ナポレオンの台頭(1804皇帝に)、産業革命の進展など、さまざまな意味で転換期

でした。生涯、曲を書き続けた彼にとって最も身近な存在だったピアノ作品を中心に、彼の人生をひもといていき

ます。 《 演奏予定曲目 ： ピアノソナタ第14番「月光」 他 》

第２日（２３日・日） 「障がいとともに生きたベートーヴェン」。ベートーヴェンが耳に障がいを持っていたことは

よく知られています。障がいを持つ身として、どのように作曲し、音楽に関わっていったのか。交響曲第９番と声

楽作品を取り上げ、考えます。 《 演奏予定曲目 ： 愛されない男の歌、アデライーデ 他 》

＊講座の参加費は無料ですが、賛助会費（1口500円）のご負担をお願いしています。

主 催：八丈島文化協会／後 援：八丈町教育委員会・東京都立大学

連絡先：八丈島民大学講座運営委員会 事務局 八丈町樫立163 携帯 090－8036－1826
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「ベートーヴェン生誕250年によせて」
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８０ 島民大学講座５月に延期
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第15回八丈島歴史セミナー 日程変更
八丈島の歴史・文化を学び、人と社会のあり方をともに考える「第15回八丈島歴史セミナー」（主催

『八丈実記』を読む会）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のための「緊急事態宣言」が、３月７日ま

で延長され「不要不急の外出自粛」要請が長引く事態を受けて、第１回を３月に開催し、第２回以降は

６月に延期開催する事になりました。日程とテーマ報告者は次の通りです。

①３月１４日（日） ： 伊豆諸島の裁判所の歴史 （大川和彦）

②６月 ５日（土） ： 源為朝伝説を追って （茂手木清）

③６月１２日（土） ： 和歌山サンマ漁船の漂着 （林薫）

④６月１９日（土） ： 中学陸上競技記録会の歴史 （佐々木究）

⑤６月２６日（土） ： 短歌と俳句で巡る「八丈八景」 （伊藤宏）

＊時間 〈 午後１時３０分～３時３０分 〉、会場 〈 八丈町商工会研修室 〉に、変更はありません。

＊申込 「八丈島歴史セミナー参加希望 住所・氏名・（携帯）電話番号」を書いて

・Ｅ－Mailで 八丈島文化協会 bunkakyoukai8jo@yahoo.co.jp へ。

・事務局 〒100-1621 八丈町樫立163 携帯電話 ： 090-8036-1826


